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一一人ロの動き一

　8月1日現在

　　　5．926人
　　　6．146人

　　12．072人
帯数　2．590世帯

　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
帯

男
女
計
世

一
り

中村壮吉＞

1部5円

、

川西町く町長
白南風社定価

者
所

行
刷

発
印

想

発行所　川西町役場
編集人　星名四郎

騰

獺覇
、

義

糞
…
■　　講、

鯉難蝋

難

麟

嚢

園
八
月
の
行
事

　　　　灘羅騒纏騒轟欝，譲藷、灘

　　　　　馨馨　　鱗覇灘　　　灘、，
　　　　　　　　　　　節黒城はハイキングでまっ盛り
　8月の照りつける臼ざしを受けながら節黒城観光道路（スカイライソ）はハイキングの若
者たちでいっばい。

関療年仕わ　し鴛長受おの子麹　ま生受た日成　　　　…＝3士＋八七五二
係機に筆ゆこあ一賞い集衛一マ表しフ＼賞全の果こ　母ili　日日日日
者関わてるのげが代者てま生O彰た臣十国両がの　　　＿　：i＝日日

日
本
脳
炎
の
予
防
注
射

県
青
年
大
会
卓
球
選
手
参
加

（
新
潟
市
）

鼻
の
日

町
議
会

立
　
　
秋

　
産
米
改
善
対
策
協
議
会

民
生
委
員
会

＋
七
日

＋
八
日

二
＋
日

季
一
日

二
±
百

一
壬
ハ
日

狩
猟
者
講
習
会
（
初
心
者
）

同
右
　
（
経
験
者
）
小
千
谷

多
収
穫
競
作
会
会
員
先
進
地

視
察

災
害
入
札
　
　
家
庭
の
日

郡
婦
人
会
研
修
　
千
手
小

千
手
神
社
祭
礼

東
京
都
城
北
学
園
生
徒
十
五

名
来
町
（
二
十
八
日
ま
で
）

上
野
諏
訪
神
社
祭
礼
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母
子
衛
生
事
業
で

　
　
厚
生
大
臣
賞
を
受
け
る

　
こ
の
た
ぴ
、
町
の
母
子
衛
生
事
業
の

成
果
が
み
と
め
ら
れ
、
八
月
三
日
、
四

日
の
両
日
新
潟
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
全
国
母
子
衛
生
大
会
の
席
上
、
全
国

受
賞
十
団
体
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
て
厚

一｝
乙
ん
ご
も
、

ハ
㎜
健
康
な
町
民
づ
く
り

生
大
臣
表
彰
を
受
け
．

ま
し
た
。

　
表
彰
は
全
国
か
ら

約
二
、
O
O
O
名
の
母

子
衛
生
事
業
関
係
者

の
集
ま
っ
た
会
場
に

お
い
て
行
な
わ
れ
．

受
賞
者
の
謝
辞
も
町

長
（
代
理
根
津
収
入

役
）
が
代
表
し
て
申

し
あ
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
い

わ
ゆ
る
「
じ
み
」
な

仕
事
で
あ
っ
て
、
永

年
に
わ
た
っ
て
の
医

療
機
関
、
助
産
婦
等

関
係
者
の
協
力
に
よ

っ
て
実
を
む
す
ん
だ

も
の
で
あ
り
ま
し
て

　
　
　
　
さ
ら
に

の
た
め
に
、
ま
ず
母
子
の
衛
生
に
力
を

入
れ
て
ゆ
き
た
い
と
係
で
は
語
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
業
関
係
者
、
ま
た
町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
絶
大
な
ご
協
力
を

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。灘

纏
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量
町
議
会
報
告
ー

　
　
一
千
八
百
万
の
補
正
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
に
臨
時
議
会
を
招
集

　
去
る
八
日
に
第
五
回
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
一
千
八
百
万
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
が
審
議
可
決
さ
れ
た
。
補
正
の
内
容
は
別
項
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
年

度
の
当
初
予
算
が
、
暫
定
予
算
と
が
骨
格
予
算
な
ど
と
言
わ
れ
て
事
業
費
が
ほ
と

ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
じ
め
て
本
格
的
の
補
正
が
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正
、
町
道
の
認
定
等
の
件

が
議
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
前
回
の
議
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と

な
り
、
総
文
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
請
願
二
件
に
つ
い
て
審
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
い
づ
れ
も
報
告
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
開
会
に
先
立
っ
て
県
税
徴
収
成
績
優
良
町
村
と
し
て
町
が
表

彰
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
伝
達
が
十
日
町
財
務
事
務
所
長
か
ら
行
な
わ
れ
、
ま

た
、
別
項
の
と
お
り
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
四
人
の
議
員
に
対
し
て
も

そ
の
伝
達
が
行
な
わ
れ
た
。
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土
木
費
に

　
　
五
百
六
十
万

　
一
般
会
計
補
正
の

　
あ
ら
ま
し

　
総
額
一
千
八
百
三
万
円
に
の
ぼ
る
一

般
会
計
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
才
出
に
お
い
て
は
そ
の
筆
頭

が
士
木
費
で
、
才
出
総
額
の
約
三
分
の

一
を
占
め
る
五
百
六
十
二
万
四
千
円
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
道
路
関

係
f
、
、
道
路
新
設
改
良
費
四
百
八
十
三

万
五
千
円
の
う
ち
町
道
改
修
が
二
百
二

十
六
万
六
千
円
、
県
道
関
係
の
負
担
金

が
二
百
二
十
七
万
五
千
円
、
町
道
関
係

の
補
償
費
が
約
三
十
万
で
あ
る
。
町
道
．

改
修
は
、
沖
立
道
路
百
四
十
万
、
坪
山

道
路
三
十
八
万
八
千
円
、
田
戸
藤
沢
線

迂
回
路
三
十
七
万
七
千
円
、
大
倉
取
付

道
路
十
万
円
で
あ
る
。
な
お
補
償
費
と

し
て
沖
立
線
に
十
万
円
、
田
戸
藤
沢
線

に
十
四
万
三
千
五
百
円
、
中
屋
敷
霧
谷

線
に
五
万
円
が
つ
い
て
い
る
。

　
次
に
、
災
害
復
旧
費
三
百
八
十
一
万

四
千
円
は
、
工
事
請
負
費
三
百
三
十
六

万
三
千
円
、
町
費
災
害
復
旧
費
三
十
五

万
一
千
円
等
で
あ
る
。

橘
小
学
校
に

　
　
　
放
送
施
設

　
教
育
費
三
百
七
十
七
万
五
千
円
は
、

ま
ず
施
設
関
係
と
し
て
川
西
中
深
井
戸

ポ
ン
プ
工
事
九
十
万
円
、
中
仙
田
教
員

住
宅
工
事
追
加
二
十
万
円
等
の
ほ
か
、

橘
小
校
内
放
送
施
設
六
＋
一
万
、
赤
岩

小
風
呂
場
等
三
＋
一
万
五
千
円
等
が
あ

り
、
な
お
、
学
校
管
理
費
と
し
て
、
千

手小の

机
腰
掛
二
百
＋
組
代
四
＋
五
万

円
と
同
校
の
健
康
優
良
校
と
し
て
の
整

備
費
十
五
万
八
千
円
等
が
あ
る
。

　
農
林
水
産
業
費
百
三
十
三
万
四
千
円

は
、
主
と
し
て
国
県
補
助
事
業
の
ヒ
モ

つ
き
と
も
い
う
べ
き
事
業
費
補
助
で
あ

っ
て
、
農
業
振
興
費
五
十
七
万
五
千
円
”

農
地
費
二
十
三
万
円
、
養
蚕
業
費
三
十

六
万
六
千
円
等
が
あ
り
、
ほ
か
に
水
産

業
費
十
六
万
三
千
円
が
あ
る
。

　
商
工
費
百
八
万
一
千
円
は
、
観
光
道

路
工
事
費
九
十
万
三
千
円
と
橘
地
区
街

路
灯
補
助
五
十
万
七
千
円
が
主
体
で
、

地
方
産
業
育
成
資
金
は
四
十
万
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
観
光
道
路
に
は

四
十
五
万
の
県
費
補
助
が
才
入
に
計
上

さ
れ
て
い
る
。

田
代
部
落
集
団
移
住

に
七
十
万
円
を
補
助

　
二
百
二
十
九
万
円
、
固
定
資
産
税
五
百

　
七
十
一
万
円
）
、
事
業
に
伴
う
国
庫
支

　
出
金
三
百
八
万
三
千
円
、
県
支
出
金
百

　
十
九
万
八
千
円
、
前
年
度
繰
越
金
の
増

　
二
百
七
十
三
万
六
千
円
、
町
債
二
百
万

　
円
、
寄
附
金
百
二
十
万
九
千
円
、
負
担

　
金
二
十
二
万
一
千
が
あ
り
、
諸
収
入
で

　
産
業
育
成
資
金
の
減
で
四
十
一
万
七
千

　
円
の
減
と
な
り
合
計
才
入
と
同
じ
く
、

　
二
＋
八
百
三
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

一

　
総
務
費
百
一
万
四
千
円
の
中
に
は
去

る
三
月
の
定
例
会
で
請
願
が
採
択
さ
れ

た
田
代
部
落
集
団
移
住
に
対
し
て
七
十

万
円
の
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
衛
生
費
の
六
十
八
万
四
千
円
は
、
水

道
関
係
の
補
助
が
主
体
で
、
ニ
ツ
家
、

水
上
、
四
ツ
家
の
野
口
の
水
道
に
対
し

て
合
わ
せ
で
．
二
十
八
万
八
千
円
、
沖
立

の
水
源
確
保
工
事
に
対
し
て
三
十
万
円

の
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
消
防
施
設
費
四
十
二
万
五
千
円
は
、

三
領
の
小
型
ポ
ン
プ
三
＋
万
円
と
室
島

の
火
の
見
や
ぐ
ら
十
二
万
五
千
円
で
あ

る
。

　
以
上
の
ほ
か
、
民
生
費
二
十
二
万
円

予
備
費
五
万
九
千
円
で
、
合
計
一
千
八

百
三
万
円
と
な
り
、
才
出
の
累
計
は
二

億
一
千
九
百
二
十
万
八
千
円
と
な
っ
た

　
乙
れ
に
対
し
て
財
源
と
し
て
の
才
入

は
次
の
と
お
り
。

　
町
税
の
自
然
増
八
百
万
円
（
町
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
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聯

内
山
議
員
ら
四
名
が

表
彰

　
七
月
十
七
日
新
潟
市
自
治
会
舘
で
開

催
さ
れ
た
新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
第

十
九
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
川
西
町

か
ら
内
山
常
治
郎
、
丸
山
茂
吉
、
和
田

光
興
、
滋
野
一
郎
の
四
議
員
が
自
治
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
以
上
の
四
氏
は
、
い
ず
れ
も
議
員
在

職
十
二
年
以
上
に
及
ぴ
、
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
多
大
で

あ
る
と
し
て
、
南
雲
会
長
か
ら
表
彰
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
。
、

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
f
御
す
二
や
か
に

田中内上田羽星清
口島山村村鳥名水

羽
鳥
久
仁
子

須
藤
彰
芳

山
田
敦
子

和
久
井
智
恵

茂
野
和
夫

登
坂
弘
喜

齋
木
和
幸

南
雲
ル
ミ
子
ミ和弘和智敦彰仁智　勇美広貞賢俊
子幸喜夫恵子芳子子勉二幸子子一治

敏和久雄弥弘荘剛正忠武清一徳一俊
信作　一一一一一　敏一男治策二雄六
長長長長三三長長長二二二二長長長
女男：男男女女男女女男男女女女男男
　　　　　　　　　下新
中高赤藤木仁下木木平町上鶴伊沖中
仙　　　　　　　　　 新新　　　　　央
田倉谷沢落田原落落田田野吉友立町

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
八
日

の
臨
時
議
会
の
際
そ
の
伝
達
が
行
な
わ

れ
た
。

み
ん
な
で
泳
ご
う

ほ
ら
ね
、
お
婆
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、

お
け
い
こ
し
て
ん
の
よ

田
中
百
合
子
　
務
　
三
女
小
白
愈

高
橋
　
陽
子
　
幸
夫
長
女
　
室
　
島

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

和
久
井
ト
ヤ

星
名
喜
佐
久

押小登山
木幡坂口

定
雄

桂
作

綾
子
・

伸
昭

元仁岩仁沖木

町田瀬田立落

　三四五六八
三三四六五四

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

総鍮総総
高
橋
武
義

関
口
由
警
江

中森商冨村
村橋澤越
博信直ト傳
一子一ミ作

田
　
中

埼
玉
縣
か
ら

野
口

真
人
町
か
ら

赤
谷

千
葉
縣
か
ら

大
白
倉

大
久
保
カ
ツ
子
十
日
町
か
ら

日
全
国
戦
没
者

5
　
追
悼
　
式

1月
　
　
正
午
に
は

8　
　
　
　
　
黙
と
う
－
を

　
さ
き
の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没
者
に

対
し
国
を
あ
げ
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る

た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
政
府

主
催
の
も
と
に
来
る
八
月
十
五
日
日
本

武
道
舘
に
お
い
て
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
式
典
当
日
に
は
職

場
ま
た
は
家
庭
に
お
い
て
半
旗
を
か
か

げ
正
午
に
は
黙
と
う
（
一
分
間
）
を
捧

げ
ま
し
よ
う
．

●
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‘
－
、

、
『
♂
紅

水泳事故を一

　なくそう

暑
さ
の
お

と
ず
れ
と
と

も
に
、
水
に

親
し
む
季
節
．

に
は
い
り
ま

し
た
。学

校
の
夏

休
み
の
解
放

感
か
ら
、
水

泳
事
故
が
多

く
な
る
の
が

何
と
で
も
見
て

　
こ
の
月
の
特
徴
で
す
。

　
分
守
り
ま
し
よ
う
。

　
　
◎
幼
児
の
ひ
と
り
あ
そ
ぴ
、
幼
児
同
．

　
志
の
あ
そ
ぴ
は
さ
せ
な
い
。

　
　
◎
水
泳
指
定
場
所
以
外
で
は
泳
が
な
…

い
乙
と
。

　
　
◎
か
な
ら
ず
、
泳
ぎ
の
で
き
る
ひ
と

と
い
っ
し
ょ
に
泳
ぐ
こ
と
。

　
ど
ん
な
に
泳
げ
る
ひ
と
で
も
、
ひ
と
り

　
　
　
　
　
で
泳
が
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
◎
集
団
で
泳
ぐ
時
は
、
救

一
編
獣
豊
継
轄
一

い
た
だ
き
た
い
漫
画

怒鷺〆

察
〃

峯，

○

ご
注
意
・
マ
マ
の
立
話

急
法
の
心
得
の
あ
る
者
が
同

行
す
る
と
と
も
に
、
バ
デ
ー

シ
ス
テ
ム
（
二
人
一
組
）
で

泳
ぐ
こ
と
。

　
◎
泳
ぐ
前
に
必
ず
準
備
運

動
を
行
な
い
、
か
ら
だ
を
水

に
な
ら
し
て
か
ら
泳
ぐ
こ
と

　
◎
か
ら
だ
の
調
子
が
悪
い
㎜

と
き
や
、
疲
れ
て
い
る
と
き
一

食
事
の
直
後
に
は
泳
が
な
い
．

こ
と
。

　
◎
初
心
者
は
沖
に
む
か
っ

て
泳
が
ず
、
岸
に
そ
っ
て
泳

ぐ
乙
と
。

（
帰
り
は
行
き
の
倍
つ
か
れ

る
。
）

　
◎
練
習
を
す
る
と
き
は
、

胸
か
肩
の
深
さ
の
と
こ
ろ
鱒
、
一

す
る
乙
と
。

　
◎
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
㎜

り
、
お
ぽ
れ
た
ひ
と
を
見
た

場
合
は
、
大
声
で
近
く
の
ひ
．

と
に
知
ら
せ
、
お
お
ぜ
い
の
．

ひ
と
の
協
力
を
求
め
る
。

　
へ
、
ρ
㌃
禽
、
｝
、
“
｝
レ
丈
、
渓
お
、
、
　
こ

　
ぐ
ヤ
ゆ
ヘ
ノ
セ
さ
ヘ
ナ
げ
ト
ロ
も
オ
チ
　
し
ゅ
ノ
　
ハ

ず
“
ら
・
な
い
、
」
、
わ
る
ふ
ざ
け
を
｝

し
な
い
こ
』
。

　
☆
　
　
☆
　
☆

献
血
に
感
謝
と

お
　
願
　
　
い

　
　
七
月
二
十
四
日
猛
暑
の
中
、
木
落
公

民
舘
前
に
於
て
日
赤
「
ゆ
う
あ
い
暑
」

，
に
よ
る
愛
の
献
血
を
お
願
い
し
ま
し
た

木
落
婦
人
会
、
寺
ケ
崎
婦
人
会
を
中
心

に
、
一
般
の
方
、
三
領
、
小
根
岸
、
遠

く
は
三
箇
の
公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
方

　
を
は
じ
め
橘
地
区
の
委
員
の
方
々
と
い

　
ろ
い
ろ
の
人
々
の
ま
ご
乙
ろ
を
積
ん
で

車
は
帰
り
ま
し
た
。
乙
れ
ら
は
大
き
な

手
術
の
人
の
た
め
に
、
交
通
戦
争
の
犠

牲
者
に
と
、
何
人
か
の
命
を
救
っ
て
い

　
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
に
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
次
回
は
八
月
二
十
四
日
、
中
仙
田
へ

参
り
ま
す
。
仙
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
公
衆
衛
生
推
進
委
員
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

〈
衛
生
係
〉

老
令
、
障
害
、
母
子

福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　
九
月
六
日
は
福
祉
年
金
の
支
払
日
で

す
。
証
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で

印
カ
ン
、
保
管
証
お
よ
ぴ
受
領
証
書
を

持
参
の
う
え
、
次
の
場
所
へ
と
り
に
お

い
で
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
九
月
六
日

　
時
間
　
午
前
八
時
半
ぞ
午
後
四
時

場
所

　
　
千
手
地
区
　
川
西
町
役
場
社
会
係

　
上
野
地
区
　
農
業
セ
ン
タ
ー

　
橘
白
倉
地
区
　
橘
出
張
所

　
仙
田
地
区
　
仙
田
出
張
所

　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

な
お
、
九
月
六
日
以
後
は
役
場
社
会
”

係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

新
築
・
増
築
・
改

築
さ
れ
る
か
た
へ

お
ね
が
い

　
家
を
新
し
く
建
て
ら
れ
る
方
、
増
築

　
し
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
改
築
さ
れ
る

方
が
た
は
、
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三

　
坪
）
以
上
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
最
近
乙
の
届
け
出
が
守
ら
れ
て
い
な

　
い
よ
う
で
す
の
で
、
新
築
、
増
築
、
改

㎝
築
さ
れ
る
方
は
工
事
前
に
届
け
出
る
よ

・
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
す
で
に
建
て
ら
れ
た
方
に
っ

　
き
ま
し
て
も
す
み
や
か
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
土
木
課
建
築
係
〉

≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
＝
≡
≡
≡
≡
≡
｝
一
二
≡
≡
≡
…
≡
…
＝
｝
一
≡
三
≡
≡
＝
≡
＝
｝
一
≡
＝
≡
≡
二
…
≡
一
≡
＝
≡
≡
三
≡
≡
一
…
≡
…
…

　
　
終
戦
の
日
に
思
う

　
　
両
手
を
上
に
あ
げ
、
両
足
を
開
き
、

歯
を
食
い
し
ば
り
、
ケ
ツ
を
思
い
き
り

　
う
し
ろ
に
突
き
出
す
、
ト
タ
ン
に
、
豊

　
か
な
シ
リ
の
肉
に
食
い
入
る
よ
う
な
ニ

　
ブ
イ
音
が
し
、
い
た
た
ま
れ
な
い
激
痛

　
が
お
そ
う
。
ご
う
書
け
ば
ハ
ハ
ア
と
合

㎜
点
の
ゆ
く
む
き
も
あ
ろ
う
。
そ
の
昔
、

帝
国
海
軍
が
兵
隊
に
気
合
い
を
入
れ
た

．
と
き
の
、
バ
ッ
タ
と
い
う
制
裁
だ
っ
た

　
　
バ
ッ
タ
は
、
別
名
を
軍
人
精
神
注
入

　
棒
と
い
い
、
対
島
沖
で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

　
隊
を
せ
ん
滅
し
た
東
郷
元
帥
が
考
案
し

　
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
。
お
も
に
、

岬
ケ
ヤ
キ
か
カ
シ
の
よ
う
な
固
い
木
叫
、
作

　
・
り
れ
て
お
り
、
長
さ
は
野
球
の
バ
ッ
ト

　
ヘ
＼
ら
い
、
警
察
官
が
持
つ
警
棒
の
よ
｝
っ

　
な
太
さ
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
し
ろ
も

．
り
で
、
大
の
男
が
力
い
っ
ぱ
い
ケ
ツ
を

た
た
く
の
だ
か
ら
痛
さ
は
格
別
だ
っ
た

　
若
さ
と
体
力
と
精
神
力
で
、
普
通
の

兵
隊
な
ら
十
回
く
ら
い
は
耐
え
ら
れ
た

が
、
そ
れ
以
上
た
た
か
れ
る
と
失
神
す

る
者
が
出
た
。
気
を
失
っ
て
倒
れ
る
と

す
ぐ
引
き
起
こ
し
、
オ
ス
タ
ッ
プ
の
水

に
頭
ご
と
つ
け
こ
む
、
そ
れ
で
息
を
吹

き
か
え
す
と
ま
た
ム
リ
に
不
動
の
姿
勢

を
と
ら
せ
、
ふ
た
た
ぴ

失
神
さ
せ
る
。
こ
れ
を

く
り
か
え
し
て
徹
底
的

に
た
た
き
の
め
し
た
。

ま
も
な
く
死
ぬ
。
形
だ
け
の
告
別
式
の

あ
と
同
期
生
の
手
で
火
葬
に
し
、
白
木

の
箱
に
納
め
、
病
死
の
扱
い
で
遺
族
に

引
き
渡
た
す
の
が
例
で
あ
っ
た
。
あ
こ

が
れ
の
練
習
生
に
は
な
っ
た
も
の
の
、

出
撃
す
る
ま
で
に
い
た
ら
ず
、
こ
う
し

て
若
い
一
生
を
終
わ
っ
た
兵
隊
が
、
百

人
の
練
習
生
の
・
つ
ち
一
人
は
あ
っ
た
。

灘
瞬
灘
鐸
皿
　
一
“
織
灘

　
仮
死
状
態
に
な
る
と
や
っ
と
許
さ
れ

つ
り
床
の
中
に
寝
か
せ
ら
れ
た
。
ク
チ

も
喜
．
〕
け
ず
、
食
事
も
ノ
ド
を
通
ら
ず
、

起
き
あ
が
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
こ

ん
な
毎
日
が
つ
づ
い
て
や
せ
細
り
、
や

が
て
病
室
へ
運
ば
れ
る
が
そ
の
と
き
は

も
う
．
手
お
く
れ
だ
。
打
た
れ
た
と
き
の

内
出
血
が
も
と
で
肺
浸
潤
を
併
発
し
、

の
ね
ら
い
は
、
戦
場
に
お
も
む
い
て
も

死
を
恐
れ
ず
、
命
ぜ
ら
れ
る
が
ま
ま
に

平
気
で
人
を
殺
せ
る
人
間
を
つ
く
る
乙

と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
《
、
た
ろ
う
か

　
B
二
十
九
や
ロ
ッ
キ
ー
ド
P
三
十
八

に
い
じ
め
ら
れ
た
。
グ
ラ
マ
ン
F
六
F

の
機
銃
掃
射
を
毎
日
の
志
つ
に
受
け
た

ハ
ッ
と
思
い
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
て
敵
機
を

個
人
事
業
税

　
納
期
限
の
お
知
ら
せ

　
　
昭
和
四
十
二
年
度
個
人
事
業
税
第
一

　
期
分
の
納
期
限
は
八
月
三
十
一
日
で
す

　
　
納
税
通
知
書
は
八
月
十
日
こ
ろ
ま
で

　
に
お
と
ど
け
い
た
し
ま
す
。

　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
期
限
内
納
入
く
だ

　
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
納
税
の
取
扱
い
は
、
銀
行
・
郵
便
局

　
ま
た
は
財
務
事
務
所
の
窓
口
で
す
。

　
　
納
税
に
つ
い
で
ご
不
審
の
点
が
あ
り

　
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
申
し
で
て
く
だ
さ

　
い
。
　
　
〈
十
日
町
財
務
事
務
所
〉

＝
…
＝
一
≡
＝
≡
＝
≡
≡
…
＝
三
＝
三
＝
三
＝
［
＝

　
見
る
と
、
ニ
タ
ニ
タ
笑
い
な
が
ら
ネ
ラ

　
イ
打
ち
す
る
ア
メ
リ
カ
兵
が
よ
く
わ
か

　
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
ふ
だ
ん
し
ご
か

　
れ
て
は
い
て
も
や
は
り
死
が
恐
ろ
し
か

　
っ
た
。
何
と
か
し
て
生
き
残
り
た
い
と

　
真
剣
に
考
え
た
乙
と
も
あ
る
。
そ
の
せ

　
い
か
ど
｝
つ
か
死
な
ず
に
復
員
し
た
が
、

　
日
本
一
長
か
っ
た
終
戦
の
日
の
、
静
か

　
だ
っ
た
空
の
青
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
　
あ
れ
か
ら
二
十
二
年
を
数
え
て
も
、

　
な
お
こ
ん
な
思
い
に
ふ
け
る
人
は
多
い

　
ギ
セ
イ
者
の
め
い
福
を
祈
り
、
往
時
の

　
戦
友
、
知
己
を
し
の
ぷ
と
き
、
戦
争
の

　
悲
惨
さ
、
む
な
し
さ
を
、
戦
争
を
知
ら

　
な
い
世
代
か
ら
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い

　
た
い
気
も
ち
が
わ
く
。
平
和
日
本
の
形

　
成
者
を
育
て
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い

　
国
に
す
る
こ
と
が
、
あ
の
戦
争
で
生
き

　
残
っ
た
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
努
め
だ

　
と
思
う
。
戦
争
は
も
》
っ
こ
り
ご
り
だ
。

7
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日
本
脳
炎
を
予
防
し
よ
う

　
乙
と
し
は
、
日
本
脳
炎
が
流
行
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
乙
と
で
全
国
的
に

も
川
西
町
で
も
随
分
予
防
注
射
の
く
す

り
が
た
り
な
く
て
困
難
し
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
全
町
の
希
望
者
は
一
応
終
了

し
ま
し
た
。

乙
の
日
本
脳
炎
と
は
ど
う
い
う
病
気
で

し
よ
う
か
。

第
一
に
、
夏
場
だ
け
流
行
す
る
と
い
う

病
気
で
す
。

第
二
に
、
高
熱
と
神
経
症
状
の
強
い
重

篤
な
症
状
を
呈
し
罹
づ
た
人
の
約
三
割

五
分
が
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
も
し
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
し

て
も
二
～
三
割
程
度
が
運
動
や
知
能
の

障
害
を
残
す
と
い
う
後
遺
症
が
あ
り
ま

す
。

発
病
者
は
主
に
子
ど
も
や
老
人
に
多
く

又
体
力
が
弱
っ
て
い
る
場
合
に
は
発
病

し
ゃ
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病

気
は
カ
が
媒
介
す
る
乙
と
が
は
っ
き
り

し
て
お
り
こ
と
に
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ

が
最
も
重
要
で
す
が
ア
カ
イ
エ
カ
、
シ

ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
、
ヤ
ブ
カ
類
が
関
係
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

予
防
対
策
と
し
て
は
ま
ず
カ
の
発
生
源

を
な
く
す
る
こ
と
、
又
力
の
駆
除
を
す

ρ
る
こ
と
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

　
』
』
O
餌
聖
マ
ニ
躍
一
一
｝
．
呂
醸
一
一
曽
■
呂
一
一
南
甲
9
■
一
一
儒
”
－
”
畠
一
一
一
一
曹
．
昌
＝
一
一
9
■
働
－
幽
幽
I
O
o
■
り
ゅ
一
一
曹
・
畠
一
”
辱
O
O
9
一
一
一
一
一
7
一
騨
0
の
ぽ

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦

　
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

㎜
促
催
媛
だ
よ
り
㎜

　
脚
…
三
…
三
…
主
一
一
三
…
三
3
三
…
一
…
三
…
三
…
，
…
三
…
舳

次
い
で
予
防
注
射
に
よ
っ
て
か
ら
だ
の

中
に
免
疫
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
最
後
に
個
人
予
防
の
面
と
し
て

従
来
よ
り
炎
天
下
に
帽
子
を
か
ぶ
ら
な

い
で
い
る
と
い
う
乙
と
が
誘
因
と
し
て

意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
又
、
過
労

や
不
摂
生
が
抵
抗
力
を
一
般
的
に
へ
ら

す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
夏
季
の
子

ど
も
の
養
護
に
十
分
気
を
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
は
特
に
カ
に
さ
さ
れ
な

い
よ
う
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
セ
モ
の
予
防
に
つ
い
て

　
毎
日
続
く
暑
さ
の
た
め
に
私
た
ち
の

か
ら
だ
は
汗
で
ぴ
っ
し
ょ
り
で
す
。
子

ど
も
も
お
と
な
も
ア
セ
モ
を
作
っ
て
い

る
人
が
随
分
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ア
セ
モ
は
皮
膚
面
に
出
た
汗
が
蒸
発

し
な
い
で
そ
の
ま
ま
た
ま
り
炎
症
を
起

こ
す
状
態
で
す
。
こ
と
に
七
月
は
空
気

中
の
湿
度
も
高
い
た
め
に
生
じ
や
す
い

季
節
で
す
。
日
中
何
回
か
入
浴
や
行
水

を
行
な
い
汗
を
流
し
て
皮
膚
を
清
潔
に

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
行
水
が
で
き

な
い
時
は
タ
オ
ル
を
ぬ
る
ま
湯
で
し
ぼ

っ
て
、
よ
く
ふ
き
と
っ
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
厚
着
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
涼
し
く
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

八
月
の
健
康
相
談
日

橘
地
区
　
八
月
十
九
日

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

す
す
め
よ
う

　
　
「
小
さ
な
親
超
を

　
町
青
少
協
で
は
明
る
い
家
庭
づ
く
り

青
少
年
の
健
全
育
成
の
面
か
ら
実
践
運

動
と
し
て
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
を
と

り
あ
げ
、
こ
の
ほ
ど
全
委
員
が
会
員
と

な
り
、
七
月
二
十
五
日
付
で
団
体
加
入

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
目
的
は
「
小
さ
な
親
切
」

を
、
社
会
の
ム
ー
ド
と
し
て
盛
り
上
げ

「
小
さ
な
親
切
」
を
社
会
の
慣
行
と
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
会
員
は
「
小
さ

な
親
切
八
力
条
」
を
守
る
と
と
も
に
一

般
か
ら
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
者
を
本

部
に
推
せ
ん
し
、
実
行
章
を
贈
呈
し
て

敬
意
を
表
し
、
運
動
推
進
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
地
元
の
千
手
小
学
校
で
は
昨

年
十
二
月
よ
り
先
生
方
全
員
が
加
入
し

学
童
の
「
小
さ
な
親
切
」
を
推
せ
ん
し

て
い
ま
す
。
去
る
一
二
月
第
一
回
「
小
さ

な
親
切
」
運
動
全
国
大
会
に
は
室
岡
教

頭
先
生
が
県
の
加
入
小
学
校
を
代
表
し

て
参
加
す
る
な
ど
、
今
後
の
成
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
青
少
協
で
は
委
員
の
団
体
加
入
を
機

会
に
全
町
に
こ
の
運
動
を
拡
げ
、
明
る

い
町
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
「
小
さ
な
親
切
」
実
行
者
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
実
行
者
の
な
ま
え
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
乙
と
を
し
た
か

を
町
青
少
協
（
社
会
係
）
ま
で
ど
し
ど

し
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
す
す
め
の
こ
と
ば
ー

　
私
は
少
年
時
代
か
ら
善
行
は
人
に
知

ら
さ
ず
、
と
考
え
て
き
た
が
、
茅
さ
ん
ー

の
話
を
聞
い
て
、
他
人
に
及
ぼ
し
、
社

会
に
広
げ
な
け
れ
ば
ウ
ソ
だ
と
思
っ
た

　
　
　
毎
日
新
聞
社
社
長
　
上
田
常
隆

あ
り
が
と
う

　
　
愛
の
協
力
募
金

　
青
少
年
を
す
乙
や
か
に
は
ぐ
く
み
、

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
愛
の
協
力
を
お

願
い
し
た
と
乙
ろ
、
八
月
一
日
現
在
、

総
額
七
万
九
百
拾
九
円
と
な
り
ま
し
た

　
乙
の
浄
財
は
県
保
護
司
連
盟
に
送
ら

れ
、
一
部
は
川
西
分
区
保
護
司
会
の
活

動
資
金
と
し
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止

活
動
、
犯
罪
予
防
活
動
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
、

こ
こ
に
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
〈
川
西
分
区
保
護
司
会
V

中
仙
田
小
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
教
育
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
去
る
、
七
月
二
十
五
日
、
六
日
一
泊

二
日
で
中
仙
田
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
団
長
山
崎
俊
一
）
で
は
教
育
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
た
。
青
少
年
の
健
全
育

成
の
一
環
と
し
て
、
全
職
員
の
指
導
の

も
と
に
大
自
然
の
中
で
テ
ン
ト
を
張
り

正
し
い
計
画
と
指
導
の
も
と
に
共
同
生

活
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
。
特
に
二
十

五
日
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は

ヤ

　
　
　
　
　
ロ

ヤ
　
ン
フ

ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
）

神
聖
な
ふ
ん
囲
気
の
中
で
儀
式
的
な
火

か
ら
は
じ
ま
り
ボ
ン
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
楽

し
い
つ
ど
い
を
約
二
時
間
に
わ
た
り
く

り
ひ
ろ
げ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ヤ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、
仙
田

地
区
で
は
珍
ら
し
か
っ
た
の
か
婦
人
会

の
役
員
を
は
じ
め
地
区
の
人
た
ち
も
多

数
見
学
に
集
ま
っ
た
。

　
（
写
真
は
炊
飯
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少

｝
　
年
団
の
子
ど
も
た
ち
）

一　
例
の
渋
海
川
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
流
失
事

故
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
は
水
泳
を
中
止

さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
乙
の
キ
ャ
ン
プ

は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
印
象
深
い

も
の
に
な
り
喜
ば
れ
た
。

開
眼
愛
の
リ
レ
ー

　
　
　
　
協
力
沿
礼

　
新
潟
県
開
眼
対
策
事
業
の
資
金
に
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
暖
か
い
愛
の
リ

　
レ
ー
に
よ
る
募
金
を
お
願
い
し
ま
し
た

と
乙
ろ
、
た
い
へ
ん
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
七
万
六
百
三
十
一
円
の
浄
財

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
県
で
は
早
速
目
の
み
え

な
い
人
の
検
診
、
手
術
（
開
眼
）
に
と

り
く
む
こ
と
に
な
ろ
｝
つ
と
思
い
ま
す
が

そ
の
事
業
の
成
功
を
期
待
し
、
皆
さ
ん

の
暖
か
い
志
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
〈
衛
生
係
〉

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

かわに

セ
肇
堰
苧

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
大
倉
中
條
夢
人

嫁
く
心
き
め
し
こ
よ
い
の
天
の
川

幼
な
子
の
絵
日
記
朝
顔
日
々
つ
づ
く

夏
休
校
た
だ
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
せ
み
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
え

あ
じ
さ
い
の
う
つ
れ
る
色
に
雨
注
ぐ

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
清
水
や
す

も
ろ
こ
し
の
葉
裏
大
き
く
吹
か
れ
を
り

　
　
　
　
　
仁
田
　
丁
　
　
　
子

夕
立
の
土
の
に
お
い
を
残
し
去
る

　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
越
人

眠
い
子
を
抱
き
て
緑
陰
そ
ぞ
ろ
行
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

う
す
虹
の
か
か
り
青
田
は
暮
れ
ん
と
す

　
　
　
十
日
町
病
院
　
南
雲
文
峯
・

梅
干
の
赤
く
干
上
る
土
用
晴

，
　
シ




